
ラ オ ス の子供 た ち に 日本の冬服 を届 け 、 笑顔 の輪 を広 げ た い！  

活動レポート  

初めまして杉山孔太と申します。私は川を綺麗にするための

仕事をしており、仕事で世界中の国々を訪れてきました。 

その中の一つに、ラオス人民民主共和国（通称：ラオス）と

いう国があります。日本ではあまり知られておりませんが、近年

の異常気象の影響で世界各地で寒気団が猛威をふるい、亜

熱帯地域に属するラオスでも、各地で最低気温や降雪が相

次ぎました。防寒の備えのないラオスにおいては、あまりの寒さ

に凍死する人さえいました。 

そんな地域で暮らす小さな子供やお年寄りが、寒さをしのぐ為

に大変な苦労をしている現状を知り、「日本では捨てられてし

まうような服でも、喜んで来てくれる人達がいる。ここラオスの人

達に冬服を届けたい！」と思い、エコランドと㈱Kurokawa と

協力して、今回のプロジェクトを立ち上げました。 

 

このプロジェクトは、日本では大量に廃棄されている冬服を、

本当に必要とされているラオスの人達に届けます。インフラ整

備のされていないラオスで、古着を届ける輸送費用や人件

費、古着のリユース費用などをエコランドにご支援頂きました。 

 

今回は古着を取り扱っている㈱Kurokawa のアジア地域の

拠点でもあるカンボジアからラオスまで衣類 100,000着をラ

オスのシェンクワン県まで届けました。 

 

ラオスは舗装されていない道路も多く、寄付の服はその舗装さ

れていない道路を大型トラックで走ることになります。飛行機

（プロペラ機）で 20分の距離も、車では 1日かかります。 

 

 

 

 

寒波により動物が死んでしまったり、 

植物までも凍ってしまうほどの寒波です。  

 

 

 

ラオス北部：雪の中冬服が行き届いておらず、 

    ズボンの無い子供もいます  
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そんな悪路を進みやっとの思いで、冬服が届けられます。 

無事に衣類が到着したと報告があり、ほっと胸を撫でおろしま

した。 

  

衣類が届くと今回のプロジェクトを喜んで頂き、現地で記念式

典が開かれました。 

県知事さんが今回のプロジェクトに対して何度も何度も『あり

がとうがざいます』と言っていたことが印象深かったです。また、シ

ェンクワンの歴史を熱心に教えてくださり、本当に素晴らしい県

知事さんや副知事さん、他の皆様でした。 

感謝状の授与式にはラオスの TVもかけつけ日本の皆様から

の大きな支援を撮影して頂きました。 

 

実は今回のセレモにーに服が間に合わない可能性もありドキド

キしていました。 

なぜかというと日本から輸出された冬服がバンコクからラオスへ

と運ばれるのですが、ラオス側からまだトラックが届かないと連絡

があり、日本側で確認した所、タイとラオスの国境でトラックが

ストップしていました。 

日本側ラオス側とも色々と手を尽くし、なんとか首都ビエンチャ

ンまではトラックが到着しました。 

しかし、首都から目的地のシェンクワンまでにトラックが到着す

るかは『最善を尽くすが運次第です。』とラオス側から返答が。

理由は舗装されていない道路でトラックのタイヤがはまってしま

ったりパンクしたり、ドライバーが途中で眠ってしまったりするから

だそうです！ 

『頼む寝るな～～～～！！！』と心で思いながらハラハラドキ

ドキでした。 

ラオスの、のんびり時間も大好きですがこういう時は何とも言え

ないです！w 

ラオス側から「目的地へ服が届いた』と連絡があった時は心の

底から安心した Kurokawa さんと私でした。 

 

 

 

【記念式典の様子】 

ラオスの皆様に冬服を直接届けてきました！！ 

写真の緑袋は寄付した冬服の一部です  

 

 

【記念式典の様子】 

シェンクワン県の県庁にて知事から感謝のお言葉を

頂きました。  

 

 

【記念式典の様子】 

美味しい料理をふるまって頂き、ラオスと日本の 

国際交流ができて感激です！！  
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ラオスよりサンクスレターを頂きましたので紹介させて頂きます。 

右の画像は現地の子供たちの声をまとめたサンクスレターで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコランドさまを始めとした皆様からのご協力のおかげで、ラオス

の子供たちが寒さに負けず笑顔になることが出来ています。 

子供たちが少しでも良い環境で成長できるようにサポート出来

ていることが本当に嬉しく思います。 

このプロジェクトを雛型にしてラオスだけでなく、今後も世界で

困っている人々のために活動を広げていきます。 

本当にありがとうございました。 

杉山 孔太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地の子供たちの声をまとめた 

サンクスレターを頂きました！！ 

 

 

 

世界中で笑顔を増やせるよう頑張ります！！ 

 ご支援ありがとうございました。＾＾ 

 

〈日本語訳〉 

日本の皆さん 

私たちに多くの冬服を送っていただき、日本の皆さんの優しさに

とても感謝おります。 

ラオスはずっと前から日本の皆さんのことが大好きですが、もっと

もっと日本の皆さんのことが大好きになりました。 

私たちが成長して、冬服を送ってくださった日本の皆さんにお礼

を言いたいと思いました。 

日本人のような優しい親切な心で大人になりたいと思います。 

 

またいつかラオスにも来てくださいね。 


